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地
区
内
に
は
数
多
く
の
史
跡
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
麦
之
浦
貝
塚
、
石
塔
郡
や
宝
塔
、
参
勤

交
代
に
使
わ
れ
た
薩
摩
街
道（
出
水
筋
）や
そ
れ

に
ま
つ
わ
る
史
跡
伝
説
。
さ
ら
に
は
西
南
戦
争

を
物
語
る
官
軍
の
無
縁
墓
な
ど
が
多
く
残
っ
て

お
り
、
県
内
外
か
ら
の
探
訪
者
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
青
少
年
育
成
部
会
が
中
心
と
な
り
毎

年｢

歩
こ
う
会｣

を
開
催
し
、
昔
の
世
を
顧
み
て

現
代
の
良
き
世
の
中
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
世
代
間
交
流

の
実
施
や
、
郷
土
芸
能
保
存
と
し
て
一

い
ち
じ
ょ
う條
神じ
ん
じ
ゃ社

太
鼓
踊
り
に
地
区
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
地
元
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生
ら
も
喜
ん

で
参
加
し
て
く
れ
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
踊
り
が

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

自
然
豊
か
で
空
気
の
う
ま
い
陽
成
地
区
。
癒

し
の
郷
と
し
て
、
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
輝
け

る
農
業
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
土
地
基
盤
整
備
さ
れ
た
水
田
が

自
慢
で
す
。

■問合先　陽成地区コミュニティ協議会　　■所在地　〒 895-0212　陽成町 4620 番地　 ・ 0996（30）2514

　

江
戸
時
代
の
国
策
と
も
い
わ
れ
る
参
勤
交
代
に

使
わ
れ
た
薩
摩
街
道（
出
水
筋
）の
通
る
陽
成
地
区

は
、
春
は
若
葉
が
香
り
ウ
グ
イ
ス
の
美
し
い
鳴
き

声
が
聞
こ
え
、
夏
は
一
面
に
青
田
が
、
秋
は
黄
金

色
の
稲
穂
が
南
北
に
広
が
り
ま
す
。

　

旧
高
城
町
麦
之
浦
が
昭
和
40
年
の
旧
高
城
町
と

旧
川
内
市
の
合
併
で
、
陽
成
町
と
な
り
、
現
在
自

治
会
数
９
つ
、
人
口
７
５
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

陽
成
地
区
で
は
、
地
区
内
の
諸
問
題
の
解
決
に

対
す
る
意
識
向
上
や
、
福
祉
・
環
境
・
教
育
な
ど

の
活
動
や
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
、
住

民
一
人
一
人
が
お
互
い
に
助
け
合
い
、
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
地
域
づ
く
り
・
青
少
年
育
成
・
福
祉
・

産
業
振
興
・
環
境
防
災
・
生
涯
学
習
・
体
育
の
７

つ
の
部
会
を
組
織
し
、
年
間
行
事
を
立
て
て
活
動

中
で
す
。
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
少
子
高
齢

化（
高
齢
化
率
41
・
５
％
）の
対
策
が
必
要
で
あ
り
、

地
区
を
上
げ
て
解
決
に
向
け
て
取
り
組
も
う
と
意

気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
人
の
リ
ー
ダ
ー
ら
に
よ
っ
て
農
業
用

水
が
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
さ
れ
水
管
理
が
容
易
に
な

っ
た
水
田
を
中
心
に
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、水
・

環
境
保
全
や
農
用
地
利
用
改
善
な
ど
に
取
り
組
む

組
合
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
機
械
化
さ
れ
農
作
業
が
短
期
間
で

終
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
耕
地
面
積
に
照
ら
し
て
過

剰
投
資
で
は
な
い
か
、
農
業
を
語
る
会
な
ど
で
検

討
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
は
、
少
子
化
の
中
で
、

陽
成
小
学
校
児
童
ら
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
頑
張
り

（
昨
年
の
は
ん
や
全
国
大
会
で
大
賞
受
賞
）が
地
域

に
勢
い
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
大
人
た
ち
も
内

外
の
厳
し
さ
に
負
け
ず
前
に
歩
み
た
い
で
す
。

文化祭での農産物品評会の様子。金賞をとるのは誰？この後、即売会も行われます。

新春ジャンボカルタとり大会。狙うは一番大きなトロフィー！

薩摩街道にて、青少年育成部会主催

の歩こう会の様子。子どもたちはみ

んな元気です。

第 47 回

陽よ
う

気き

発
は
っ
す
る
と
こ
ろ
処　
　

金き
ん
せ
き
も
石
亦ま
た

透と
お
る

精せ
い
し
ん
い
っ
と
う

神
一
倒　
　

何な
に
ご
と
か
事
不な
ら

成ざ
ら
ん

中
国
の
学
者
の
言
葉
か
ら
生
ま
れ
た
地

区
名
を
教
訓
に
、
ま
ち
の
活
性
化
を
目

指
し
ま
す
。

〜 

川
内
地
域
陽
成
地
区
編 

〜

〜 

川
内
地
域
陽
成
地
区
編 

〜

平成 12 年 8月 8日に改築しました。
参拝者も増えています

コミュニティセンターの前に設置し
てあり、地区散策の手助けをしてく
れます。陽成町へいつでもいらっしゃ
い！

郷土芸能保存継承事業に子どもたち
が協力。
規律正しく　勇ましく…！
ズシキャン！　ズシキャン！

地区の水田基盤整備に携わった関係
者らを銘記してあります。平成 13
年に完工しました。

史
跡
・
郷
土
芸
能
と
自
慢
の
水
田

陽
成
町
案
内
地
図

一
條
神
社

一
條
神
社太

鼓
踊
り

土
地
基
盤
整
備記念

碑

世代間交流グラウンドゴルフ。幼稚園

児から長老まで一緒になって楽しん

でいます。

　

特
認
校
制
度（
小
規
模
校
入
学
特

別
認
可
制
度
）と
は
、
一
定
の
条
件

の
も
と
、通
学
区
域
外
の
小
学
校（
小

規
模
校
）へ
特
別
に
入
学
を
認
め
る

制
度
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
体

験
活
動
や
少
人
数
で
の
授
業
、
上
級

生
か
ら
下
級
生
ま
で
の
親
密
な
交
流

な
ど
、
小
規
模
校
の
良
さ
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

学
校
見
学
や
体
験
入
学
は
い
つ
で

も
で
き
ま
す
。
事
前
に
、
各
学
校
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
入
学
条
件
＝

①�

市
内
に
居
住
し
、
平
成
22
年
４
月

１
日
現
在
で
小
学
校
１
〜
６
年
生

の
児
童

②�

１
年
以
上
の
通
年
通
学
が
で
き
る

こ
と

③�
原
則
と
し
て
自
力
通
学
で
き
る
児

童
で
、
片
道
の
通
学
時
間
が
お
お

む
ね
１
時
間
以
内
で
あ
る
こ
と

④�

児
童
が
正
規
の
通
学
区
域
を
越
え

て
通
学
す
る
こ
と
か
ら
、
登
下
校

に
お
け
る
安
全
の
確
保
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
へ
の
協
力
、
そ
の
ほ
か
学
校

の
指
導
な
ど
へ
の
協
力
が
可
能
な

方

＊�

在
校
中
の
学
級
の
人
数
な
ど
に
よ

り
、
転
入
学
が
認
め
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

＊�

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
な
ど
に
つ
い

て
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

申
し
込
み
の
際
は
必
ず
本
庁
学
校

教
育
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
で

　
　
　
　

元
気
い
っ
ぱ
い　

み
ん
な
友
達

お
い
で
よ
！ 

特
認
校
へ
平成22年度
特認校生募集
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寄
田
小
学
校（
３
学
級
13
人
）

　

寄
田
町
２
５
３

　

０
９
９
６（
２
７
）３
０
０
１

滄
浪
小
学
校（
３
学
級
25
人
）

　

久
見
崎
町
１
５
８

　

０
９
９
６（
２
７
）３
０
０
２

吉
川
小
学
校（
３
学
級
17
人
）

　

城
上
町
７
０
８
０
ー
１

　

０
９
９
６（
３
０
）２
３
９
３

西
方
小
学
校（
３
学
級
20
人
）

　

西
方
町
３
３
３
１
ー
１

　

０
９
９
６（
２
８
）０
０
０
９

＊�

西
方
小
は
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
で

の
通
学
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
藤
本
小
学
校（
３
学
級
11
人
）

　

樋
脇
町
市
比
野
９
９
４
０

　

０
９
９
６（
３
８
）０
０
３
５

野
下
小
学
校（
２
学
級
５
人
）

　

樋
脇
町
市
比
野
７
９
７
０

　

０
９
９
６（
３
８
）０
０
３
６

山
田
小
学
校（
３
学
級
17
人
）

　

東
郷
町
山
田
３
４
０
９

　

０
９
９
６（
４
２
）４
０
０
１

藤
川
小
学
校（
３
学
級
18
人
）

　

東
郷
町
藤
川
９
１
６

　

０
９
９
６（
４
２
）０
９
０
０

● 

申
込
期
間
＝
平
成
22
年
１
月
８
日

（
金
）〜
29
日（
金
）

　

＊
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

● 

申
込
方
法
＝
申
込
期
間
内
に
、
保

護
者
が
児
童
同
伴
で
、
印
鑑
を
持

参
し
、
直
接
、
申
込
先
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

● 

申
込
・
問
合
先
＝
本
庁
５
階
学
校

教
育
課（
内
線
５
３
１
２
）

＊�

各
学
校
の
児
童
数
は
平
成
21
年
11

月
１
日
現
在
の
数
で
す
。

特 認 校 特認校生を送り出せる学校
寄田小学校
滄浪小学校
吉川小学校

川内地域の小学校

西方小学校
川内地域の肥薩おれんじ鉄
道沿線およびＪＲ隈之城駅
周辺の小学校を原則

藤本小学校
野下小学校

樋脇・市比野・平佐西・川内・
隈之城・永利小を原則

山田小学校
藤川小学校

東郷・亀山・可愛・育英小
を原則

樋
脇
地
域
特
認
校

東
郷
地
域
特
認
校

申
込
期
間
と申込

・
問
合
先

川
内
地
域
特
認
校

小川での体験学習（藤本小）

田植え体験（吉川小） カヌー体験（滄浪小）

肥薩おれんじ鉄道での下校風景（西方小）




